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１．総則 
 
１．１．目的 
     本要領では、「三重県共有デジタル地図」を法定図書等で有効利用できる精度を

満たすための検査方法等を定める。 
 
１．２．適用範囲 
     本要領は、「三重県共有デジタル地図」を更新する場合において適用される。 
 
１．３．三重県共有デジタル地図での検査方法 
 
     三重県共有デジタル地図の検査では、公共測量作業規程に則った検査を実施す

る。公共測量作業規程では、以下の２種類の検査を実施する。 
 

① データ作成工程毎の精度管理 
② 製品仕様書に基づく成果品の品質検査 

 
     なお、最終的に品質管理が適正に行われたか否かについての判定は第三者機関

により行う。公共測量成果としての適性について、検定に関する技術を有する第

三者機関での検定を受けるものとする。 
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２．検査手法 
 
２．１．検査一覧 
 
     検査の内容を一覧に示す。成果としては、公共測量作業規程に準拠した「精度

管理表」及び「品質評価表」、及びその他「点検記録表」となる。 
 

作業項目 検査目的 検査方法 点検成果 検査基準 

旧ＤＭデータのデータ位置精

度適否 

図化測定座標との座標値

比較（サンプリング） 

予察点検記

録表 

調査区域での未調査部の有無 旧図と航空写真上での目

視点検 

予察点検記

録表 

予察 

修正箇所抽出の適否 旧図と航空写真上での目

視点検 

予察点検記

録表 

公共測量作

業規程 

調査漏れの有無 航空写真上での目視点検 

調査結果の適否 航空写真上での目視点検 

現地調査 

境界、地名等に関する各種資料

の適否 

航空写真上での目視点検 

現地調査写

真・予察図 

公共測量作

業規程 

図化漏れの有無 データの目視点検 精度管理表 

地物等の表現の良否 データの目視点検 精度管理表 

接合の良否 データの目視点検 精度管理表 

数値図化 

標高点の選定及び測定値の良

否 

データの目視点検 精度管理表 

公共測量作

業規程 

各種記号間の不合理の有無 データの目視点検 精度管理表 

接合の良否 論理点検 精度管理表 

行政界データの良否 データの目視点検 精度管理表 

数値編集 

注記の誤記脱落の有無 データの目視点検 精度管理表 

公共測量作

業規程 

相互点検 均質性の良否 

(JV 内各社間での仕様の相違の

可否) 

出力図及びデータの目視

点検 

点検図及び

DM データ仕

様点検記録

表 

三重県共有

デジタル地

図検査要領

等 
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データ記録形式の良否 論理点検 精度管理表 

データ脱落の有無 データ展開による目視点

検 

精度管理表 

データ図式表現の良否 データ展開による目視点

検 

精度管理表 

データファイル説明書の有無 成果物の確認 データファ

イル説明書

点検記録表 

ＤＭデー

タファイ

ル作成 

データファイル説明書の内容

適否 

説明書データの目視点検 データファ

イル説明書

点検記録表 

公共測量作

業規程 

完全性（もれ過剰の適否） 現地調査資料等との目視

点検 

品質評価表 

論理一貫性（データ形式等の適

否） 

検査プログラムによる論

理点検 

品質評価表 

位置正確度（位置精度の適否） 現地再測若しくは再図化

による座標較差点検 

品質評価表 

時間正確度（時間精度の適否） - 品質評価表 

ＧＩＳ面

データ作

成 

主題正確度（属性情報の適否） 現地調査資料等との目視

点検 

品質評価表 

公共測量作

業規程 
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２．２．検査の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

境界、地名に関する各種資料

の適否 

現地調査作業 

現 地 調 査 写

真・予察図 

調査漏れの有無 

調査結果の適否 

接合の良否 

数値図化作業 

数値図化 

精度管理表 

図化漏れの有無 

地物等の表現の良否 

標高点の選定及び測定

値の良否 

接合の良否 

数値編集作業 

数値編集 

精度管理表 

各種記号間の不合理の有無 

注記の誤記脱落の有無 

行政界データの良否 

相互点検：均質性の適否 
点検図・ＤＭ

データ仕様点

検記録表 

データ記録形式の良否 

DM データファイル 
作成作業 

DM データフ

ァイル説明書

点検記録表 

データ図式表現の良否 

データファイル説明書の

内容適否 

データ脱落の有無 

DM データフ

ァイル 

精度管理表 

データファイル説明書の有無 

第三者検定機関での検定 検定証明書 

論理一貫性の検査 

GIS 面データ作成 
作業 

 

品質評価表 
位置正確度の検査 

完全性の検査 

主題正確度の検査 

時間正確度の検査 

調査区域での未調査部の有無 

修正箇所抽出の適否 

予察作業 
予察 

点検記録表 

旧 DM データのデータ位置

精度適否 
 



 5 

２．３．工程別検査内容 
 
２．３．１．予察 
 
      ①旧ＤＭデータのデータ位置精度適否 
検査目的 
旧ＤＭデータの位置精度が修正に適しているか点検する。 
検査方法 
位置精度が明瞭に判読できる地物の１点を選定し、レベル 1000 精度で図化した座標値と

旧ＤＭデータの座標（日本測地系座標であった場合は、世界測地系変換後の座標）を比較

する。 
点検数量 
１市町村に５図郭を選定する。選定する５図郭は自治体中心部および北東・北西・南東・

南西の隅付近に存在する図郭（出来るだけ満測図を選定する）とする。１市町村が５図郭

未満で構成される場合は、全ての図郭を選定するものとする。 
選定された図郭の４隅及び中央付近の計５地点で、位置精度が明瞭に測定できる地物上の

点を選定する。 
点検成果 
点検の結果は「旧 DM データ点検記録表」に従いまとめる。 
検査員は、前々項の「①旧ＤＭデータのデータ内容適否」及び当点検による精度の適否に

より総合的に判断する。 
 
      ②調査区域での未調査部の有無・修正箇所抽出の適否 
検査目的 
調査区域において、未調査部分が存在していないか、修正箇所抽出が誤っていないかを点

検する。 
検査方法 
検査員が、旧ＤＭデータ・航空写真データ・予察結果データを机上にて目視により比較を

行う。 
点検数量 
全域点検を行う。 
点検成果 
目視点検の結果で誤りがあった場合は、「予察点検記録表」に従いまとめる。誤りについ

ては予察データを適正に修正する。 
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２．３．２．現地調査 
 
      ①調査漏れの有無・調査結果の適否 
検査目的 
現地調査において、未調査部分が存在していないか、調査漏れが発生していないかを点検

する。 
検査方法 
新規地形図作成の場合は、検査員が航空写真上で現地調査漏れが無いかを机上にて目視確

認する。 
地形図修正の場合は、検査員が予察範囲図と航空写真上の現地調査箇所が一致しているか

を机上にて目視確認する。 
同時に、検査員が航空写真と現地調査結果を比較して、現地調査表現が不適と認められる

部分（明らかな道路幅員誤記入や各種記号の誤記等）について、机上にて目視確認を行い、

作業者に再度確認を行う。 
点検数量 
全域点検を行う。 
点検成果 
点検により発見された漏れ・誤りについては、現地調査用航空写真上に再整理を行い、再

度現地調査を行う。 
 
 
      ②境界、地名等に関する各種資料の適否 
検査目的 
境界、地名等についての各種資料が存在している場合、現地調査によって確認された状況

との比較確認を再度行う。 
検査方法 
検査員が、各種資料と現地調査結果について整合性を机上にて目視確認する。 

点検数量 
全域点検を行う。 
点検成果 
点検により発見された漏れ・誤りについては、現地調査用航空写真上に再整理を行い、再

度現地調査を行う。 
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２．３．３．数値図化 
 
      ①図化漏れの有無・地物等の表現の良否 
検査目的 
数値図化作業において、未図化部分が存在していないか、地物表現が適当か否かを点検す

る。 
検査方法 
検査員が航空写真と図化素図データを見比べ、図化漏れが無いかをディスプレイ上にて目

視確認する。 
同時に、検査員が、現地調査結果の記載されている航空写真と図化素図データを比較して、

地物の表現方法が不適と認められる部分（明らかな誤記等）について、ディスプレイ上に

て目視確認を行い、作業者に再度修正を指示する。 
点検数量 
全域点検を行う。 
点検成果 
目視点検の結果は「数値図化作業精度管理表」に従いまとめる。点検により発見された漏

れ・誤りについては、追加図化・修正図化を実施する。 
 
      ②接合の良否 
検査目的 
数値図化作業において、モデル間の接合、図郭間の接合が適正か否かを点検する。 
検査方法 
検査員が図化素図データをディスプレイ上で目視点検し、図上 0.7mm 以内の接合誤差で

あることを確認する。 
地物の接合状態が不適と認められる部分については、作業者に再度修正を指示する。 
点検数量 
全域点検を行う。 
点検成果 
目視点検の結果は「数値図化作業精度管理表」に従いまとめる。点検により発見された漏

れ・誤りについては、追加図化・修正図化を実施する。 
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      ③標高点の選定及び測定値の良否 
検査目的 
標高点が適正に配点されているか、及び測定値の良否を点検する。 
検査方法 
検査員が図化素図データをディスプレイ上で目視点検し、図化標高点が適正に配置されて

いることを確認する。 
また、等高線データと図化標高点の高さの関係を検証し、測定値が適正か否かを点検する。 
点検数量 
全域点検を行う。 
点検成果 
目視点検の結果は「数値図化作業精度管理表」に従いまとめる。点検により発見された漏

れ・誤りについては、追加図化・修正図化を実施する。 
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２．３．４．数値編集 
 
      ①各種記号間の不合理の有無 
検査目的 
図式表現が適正に行われているか点検する。 
検査方法 
検査員が数値編集済データをディスプレイ上で目視点検し、図式表現が適正に行われてい

ることを確認する。 
点検数量 
全域点検を行う。 
点検成果 
目視点検の結果は「数値編集精度管理表」に従いまとめる。点検により発見された漏れ・

誤りについては、追加数値編集を実施する。 
 
      ②接合の良否 
検査目的 
数値編集作業において、モデル間の接合、図郭間の接合が完全に実施されているか否かを

点検する。 
検査方法 
検査員が数値編集済データをディスプレイ上で目視点検し、モデル間接合および図郭接合

が完全に実施されていることを確認する。 
地物の接合状態が不適と認められる部分については、作業者に再度修正を指示する。 
点検数量 
全域点検を行う。 
点検成果 
目視点検の結果は「数値図化作業精度管理表」に従いまとめる。点検により発見された不

接合については、再数値編集を実施する。 
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      ③行政界データの良否 
検査目的 
行政界が適正に記入されているか点検する。 
検査方法 
検査員が数値編集済データをディスプレイ上で目視点検し、行政界原典資料と比較して適

性に入力されているかを確認する。 
点検数量 
全域点検を行う。 
点検成果 
目視点検の結果は「数値編集精度管理表」に従いまとめる。点検により発見された漏れ・

誤りについては、追加数値編集を実施する。 
 
      ④注記の誤記脱落の有無 
検査目的 
注記が適正に記入されているか点検する。 
検査方法 
検査員が数値編集済データをディスプレイ上で目視点検し、注記原典資料（現地調査写真

等）と比較して適性に入力されているかを確認する。 
点検数量 
全域点検を行う。 
点検成果 
目視点検の結果は「数値編集精度管理表」に従いまとめる。点検により発見された漏れ・

誤りについては、追加数値編集を実施する。 
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２．３．５．相互点検 
 
      ①均質性の適否 
検査目的 
ＪＶ内各社間でのデータ均質性を点検する。 

① 現地調査が概ね良好に実施されているか。 
② 現地調査どおりに図化編集が実施されているか。 
③ 図式表現が適切か。 
④ データ構造が適切か。 

 
検査方法 
以下の工程で検査を実施する。 
     ①図化作業実施企業各社は、修正図化市町を任意に 1 市町ずつ選択する。 
     ②選択した修正図化市町で、各々１面を任意に抽出し、出力図及び DM デー

タを作成する。また、対象図面の現地調査写真をスキャニングしてデータ化

する。 
     ③図面及びデータ合計１面分についての出力図・DM データ・現調写真スキャ

ニングデータ）を他社にそれぞれ提供する。 
④チェック１：現地調査写真データを出図し、他社より提供された出力図面に、

従来のセンター検査の方式で、赤ペン添削を行う。 
⑤チェック２：「ＤＭデータ仕様点検記録表」に従って、DM データが適正か

を CAD システム等を使用して確認する。（点検該当データが無い場合は、

別途存在する図面の提供を受け、その部分のみの確認を行う。）点検結果に

ついては「ＤＭデータ仕様点検記録表」に適否を記載し、否の場合は、原因・

理由等を記載する。 
⑥チェック結果を相互に提出し、内容について確認を行う。問題が発生した場

合は、適宜 JV 会議にて協議を行う。 
 
点検数量 

1 社につき、修正図化 1 面のサンプリング検査を行う。 
点検成果 
点検の結果は「ＤＭデータ仕様点検記録表」に従いまとめる。点検により発見された漏れ・

誤りについては、原因を調査し、修正編集を実施する。 
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２．３．６．ＤＭデータファイル 
 
      ①データ記録形式の良否 
検査目的 
データがＤＭフォーマットとして適正に作製されているか。 
検査方法 
検査員が、作製されたデータについて、電算機にて論理検査を実施する。 
点検数量 
全域点検を行う。 
点検成果 
点検の結果は「ＤＭデータファイル精度管理表」に従いまとめる。点検により発見された

漏れ・誤りについては、原因を追究し、データの再作成を行う。 
 
      ②データ脱落の有無 
検査目的 
データの脱落が無いか点検する。 
検査方法 
検査員がＤＭデータを編集装置に再度読み込み、ディスプレイ上で目視点検し、レイヤの

欠如、地域的な脱落が無いかを確認する。 
点検数量 
全域点検を行う。 
点検成果 
目視点検の結果は「ＤＭデータファイル精度管理表」に従いまとめる。点検により発見さ

れた漏れ・誤りについては、必要な追加編集を実施し、データの再作成を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 13 

      ③データ図式表現の良否 
検査目的 
図式表現が適切を点検する。 
検査方法 
検査員がＤＭデータを編集装置に再度読み込み、ディスプレイ上で目視点検し、記号表現

や注記表現に不自然さが無いかを確認する。 
点検数量 
全域点検を行う。 
点検成果 
目視点検の結果は「ＤＭデータファイル精度管理表」に従いまとめる。点検により発見さ

れた漏れ・誤りについては、必要な追加編集を実施し、データの再作成を行う。 
 
      ④データファイル説明書の有無 
検査目的 
データファイル説明書が公共測量作業規程に従って作成されているか点検する。 
検査方法 
検査員が有無の確認を行う。 
点検数量 
全て点検を行う。 
点検成果 
目視点検の結果は「DM データファイル点検記録表」に従いまとめる。 

 
      ⑤データファイル説明書の内容適否 
検査目的 
データファイル説明書が本業務の仕様に従って適正に作成されているか点検する。 
検査方法 
検査員が仕様書に沿っているか目視確認を行う。 
点検数量 
全て点検を行う。 
点検成果 
目視点検の結果は「DM データファイル点検記録表」に従いまとめる。 
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２．３．７．ＧＩＳ面データ作成 
 
      ①論理一貫性（データ形式等の適否） 
検査目的 
ＧＩＳ面データ形式が製品仕様書どおりに適正に作製されているか点検する。 

 
      ②完全性（漏れ過剰の適否） 
検査目的 
データに漏れ若しくは過剰が無いか点検する。 

 
      ③位置正確度（位置精度の適否） 
検査目的 
データの位置が原典資料と一致するかを点検する。 

 
      ④主題正確度（属性情報の適否） 
検査目的 
データの主題情報が原典資料どおりか点検する。 

 
      ⑤時間正確度（時間情報の適否） 
検査目的 
データの時間情報が原典資料どおりか点検する。 

 
※なお、「GIS 面データ作成」工程は地理情報標準の製品仕様書に準拠して行うた

め、「三重県共有デジタル地図品質評価手順書」に従い検査を行うこととなる。 
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３．標準報告様式 
３．１．点検記録表 
３．１．１．予察点検記録表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．１．２．DM データファイル説明書点検表 
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３．１．３．ＤＭデータ仕様点検記録表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

DMデータ仕様点検記録表 新規図化・修正図化の区別

項　目 仕　様 検査図面番号 適不適 原因・理由 検査者名（社名） 最終判断（JV内合議・日付も記入）

1 図郭寸法 1500×2000

2 特異な図郭寸法 1500×2000

3 全図面（ファイル）数 －

4 延伸データ 別図葉で作成

5 索引図 必要

6 整飾 不要

7 凡例 不要

8 インデックスファイルの有無 全体で1つ作成 （index.dmi）

9 データ入力仕様書等の有無 作成

10 ＤＭデータファイル説明書の有無 作成

11 座標レコードの次元 2次元

1 図郭名称のつけ方若しくは記載例 国土基本図図郭名称

2 タイトル名のつけ方若しくは記載例 三重県共有デジタル地図　とする

3 写真番号の記載内容確認：記載例 作業規程に準拠

4 公共測量承認番号の記載有無及び番号 全角入力でスペース無し

5 測地成果識別コード 作業規程に準拠（１or２）

6 図郭識別コード 作業規程に準拠

7 測地変換識別コード 作業規程に準拠（変換の場合、３とする）

1 陰線処理の有無 陰線処理しない

2 未確定境界 海岸線を境界とする

1 道路台帳を意識した取得形状をしているか 道路台帳を意識した形状にしない

2 図郭接合部を陰線処理で閉じているか 閉じる

3 図化範囲外との境（県境）を陰線処理で閉じているか 閉じる

4 庭園路との接続点・庭への入口・行き止まり道路等を陰線処理で閉じているか 閉じる

5 工事中の道路との接続点は閉じているか 真幅道路を陰線処理

6 徒歩道との接続点は閉じているか 閉じる

7 立体交差の下の道路処理 陰線処理

1 横断歩道橋の下の道路の処理 陰線処理

2 道路橋のヒゲはデータ化されているか 線分取得　図形区分99

3 石段部の階段部分のデータ
図形区分99　（新規は仕様どおり）（修正は既存のま
までよい）

4 石段階段部上端下端のデータ
上端：区分11　下端：区分12　（新規は仕様どおり）
（修正は既存のままでよい）

5 石段と道路データの重複 重複取得

1 陰線処理がなされているか（トンネル・跨線橋・プラットフォームの屋根注意）
陰線処理　（原則として結ぶが、分からない所は結ば
ない）

2 普通鉄道の表現方法 軌道中心１本

1 陰線処理がなされているか 陰線処理する　（家屋の上を輸送管が通る場合）

閉図形
棟割線取得無し（修正で棟割線がある場合は全て修
正する）

3 家屋附属の無壁舎が全て閉図形になっているか 閉図形

4 ＤＭデータの種類
E1取得（面）を基本とする。図郭にかかる場合はE2
取得（線）

5 図郭接合部を陰線処理で閉じているか 閉じない（ノードマッチングは必要）

6 図化範囲外との境（県境）を陰線処理で閉じているか 閉じる

7 堅ろう無壁舎の存在 有り

8 階層表示の有無 無し

1 屋門のとり方は正しいか 作業規程に準拠

2 プールの表現分類コード 河川（5101）で取得

3 プールの表示

”プール”　分類コード8181の説明注記　（プールは
学校のみ表示する）　　　　記号の”W”は注記の”
プール”へ変更する

1 坑口極小のシンボル角度 拡張DMの基準に準ずる

2 真形坑口の表現分類コード 分類コード4219の真形の坑口で取得

3 真形坑口のとり方 一筆書き

4 河川・鉄道・道路の坑口の種類分けの有無 種類を分ける（道路：2219　鉄道：2419　河川：4219）

5 真形の坑口の場合、６号線１本表示が存在するか 6号線1本表示

6 高塔の脚データの有無 線分取得　図形区分99

7 送電線の間断対象物の有無 間断処理しない　（連続データでよい）

8 空中輸送管の表現の確認
一筆書き　（新規は規定どおり。修正は既存のままで
よい）

1 陰線処理の有無 陰線処理

2 橋の下の陰線処理 全ての橋の下を陰線処理

3 坑口の中の陰線処理 陰線処理

4 ２条河川の末端が坑口の場合、陰線で閉じているか 陰線処理　（閉じる）

5 水記号（Ｗ）の図形種類 ”Ｗ”　分類コード8181の説明注記

1 敷石斜板の有無及びとり方 閉図形　（面で取得）

2 水門真形のとり方 柱と堰を別々

3 水門極小の0度の形状 拡張DMの基準に準ずる

4 滝真形の取り方 上端:：区分11　下端：区分12

5 滝極小の0度の形状 拡張DMの基準に準ずる

6 堰真形の取り方 上端:：区分11　下端：区分12

7 堰極小の0度の形状 拡張DMの基準に準ずる

8 透過水制の取得位置、取得方法
外周を面で取得、内部の円を線分取得（外周部が円
表示）

1 人工斜面下端のデータ 閉じる　（必ずしも閉じなくて良い）

2 人工斜面下端のデータ有の場合、図郭での閉合 閉合しない

3 人工斜面ケバデータの有無 線分取得　図形区分99

4 幅無し被覆上端の図形区分
図形区分0（直被覆は区分０、射影有りの被覆(上端)
は区分１１の分け必要）

5 幅無し被覆下端データの有無 無し

6 真形被覆上端の図形区分 図形区分11

7 真形被覆下端の図形区分 図形区分12

8 被覆内部点の有無 線分取得　図形区分99　（円形状を線分取得）

9 真形被覆は上端下端図形で必ず閉じているか 閉じる

１０．水部

１１．水の構造物

１２．構囲等

８．建物付属物

家屋が閉図形として取得しているか。棟割線が使用してあるか2

９．小物体

４．道路

５．道路施設

６．鉄道

７．建物

検査旧市町名称・作成会社名

１．全体

２．インデックス部・ヘッダー部

３．境界線
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10 真形被覆は図郭接合部で必ず閉じられているか 閉じない

11 真形被覆は図化範囲外で必ず閉じられているか 閉じない

12 かきと道路の重複部で道路が陰線処理されているか 陰線処理

13 へいと道路の重複部で道路が陰線処理されているか 重複取得

14 人工斜面上端と道路の重複部で道路が陰線処理されているか 重複取得

15 被覆上端と道路の重複部で道路が陰線処理されているか 重複取得

16 被覆下端と道路の重複部で道路が陰線処理されているか 重複取得

17 道路沿いの被覆の転移はなされているか 転移しない

18 被覆と河川・用水路の重複時、水部データが入っているか 重複取得

1 砂れき地（Ｓ）の記号の図形種類 記号で取得

1 凹地矢印記号の角度、図形種類等 拡張DMの基準に準ずる

2 等高線の陰線処理の有無 陰線処理

3 等高線高さデータの持たせ方 属性（2次元）

4 等高線の標高注記のデータ有無 分類コード8173

1 土がけのケバ足のデータ有無 線分取得　図形区分99

2 土がけの記号（土）のデータ種類 ”（土）”　分類コード8181の説明注記　字隔 1/4

3 岩がけのケバ足のデータ有無 線分取得　図形区分99

4 岩がけの記号（土）のデータ種類 ”（岩）”　分類コード8181の説明注記　字隔 1/4

5 散岩極小の扱い 記号で取得

1 基準点の標高注記の表現分類コード 分類コード8173

2 標石を有しない標高点の標高注記の表現分類コード 分類コード8173

3 図化機測定による標高点の標高注記の表現分類コード 分類コード8173

4 各基準点高さデータの持たせ方 属性　（２次元）

1 斜向字列・曲線字列時の注記データの持ち方 １地物１注記

2 記号と他の地物の交わり部の処理 出力時に陰線処理

3 注記と他の地物の交わり部の処理 出力時に陰線処理

4 グループ化データの種類 無し

5 道路縁の公称精度 地図情報レベル1000

6 家屋の公称精度 地図情報レベル2500

7 DMデータの小数点以下桁 ２桁

8 レコードタイプE5(点)の座標値の持たせ方 要素レコード

9 その他DMデータ読み込みソフトでの読み込みにおける図式不具点 －

　・ＤＭデータファイルは各市町（新自治体）単位で作成する。（１面は満図とする）

　・座標レコードの次元は２次元とする。提案書に道路は３次元とあり（図化データは３次元で対応）

　・道路についての経年変化は撮影時点とする。（小規模な家屋は入れる。）

　　客先校正時に資料よりと言われた場合、1/1,000精度が担保できるなら修正する。

　・【構造化仕様編】Ver2.2の中の2.3.5駅ポリゴンデータは参考程度とする。

　・家屋内の庭記号は新規では針葉か広葉樹記号で取る。修正の場合はそのままでも良い。

　・既存データがマップデジの場合の陰線処理　等高線が切れている。（保留）

　・注記は原則として一段書きとし、収拾がつかない場合のみ二段書きとする。

※陰線処理とは共有デジタル地図の仕様書では間断処理をいう（データは存在）

※間断とは共有デジタル地図の仕様書では間断をいう（データは存在しない）

１８．その他　特記事項

１４．等高線

１５．変形地

１６．基準点

１７．その他

１３．植生

　・座標変換をする場合は全点で変換する。

　・測地成果識別、図郭識別、測地変換コードは新規で作成する。

　・境界未定について確定できない行政界は陰線処理する。

　・索引図は作成必要である。

　・インデックスファイルの拡張子は.dmiとする。

　・写真番号の記載は規程どおり（既存を使う　UCD、DMCの分けは不要）

１０．水部

１．全体

２．インデックス部・ヘッダー部

３．境界線

４．道路

　　境界未定箇所を結ぶ拠りどころのデータとしてGOMデータを使う。

　・海岸線の周りも入れる。島は周囲を括る。

　・合併後の旧自治体の境界は大字界として入れる。

　　各市町に大字界が入っている場合は削除する。

　・ＤＭデータは1/2,500のみで1/1,000は作成しない。

　・中庭は表示する。

　・高塔（真形）の等高線は陰線処理する。　記号表示はそのまま。

　・墓碑の土台は被覆で表現する。

６．鉄道

７．建物

９．小物体

　・構造化を意識して閉じる。

　・県境は閉じる。

　・図郭接合は閉じない。

　・市町界は閉じない。

　・凹地の矢印は気づいたら入れる。

　・行政名は１面に一箇所入れる。

　・道路を横切るものはつながないで坑口で閉じる。　（間断）

　・道路と平行なものはつなぐ。（陰線処理）

　・透過水制(テトラ含む)は外周を陰線の面取得(図形区分０)　　　

　  円表示部は円形を線分(E2)で実線取得(図形区分１００)

１１．水の構造物

１４．等高線

１７．


